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1．はじめに 

災害廃棄物を早期に処理・処分することは衛生環境

などの保全上，重要課題となっている．しかし，早期

の処分にとらわれすぎると，将来に禍根を残すことが

懸念される．例えば，災害廃棄物の迅速な処理を優先

するために，最終処分場への多量の直接埋立がなされ

ることもあり，処分場の残余容量を大きく低減させる

などの問題が生じる．しかし，この問題だけでなく，

埋立廃棄物層内に弱面が形成され，後日，廃棄物層の

力学的安定性に問題が生じる場合もある．更に，生化

学的な安定化にも影響を及ぼすことも考えられる． 

 

2．災害廃棄物の発生特性 

 災害発生に伴って発生する廃棄物は多量かつ雑多

なものが短期間で排出されることが特徴であり，2006

年 10 月に発生した新潟県中越地震では、震災から１ヶ

月後には，通常の倍以上の家庭系可燃ごみが排出され，

また，通常の 10 倍以上の家庭系埋立ごみが排出されて

いる．１）（図-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，短期間に大量に発生する災害廃棄物は，

既存の廃棄物処理施設等の処理・処分能力を大きく上

回ることから，その後の資源化・処理・処分が適正か

つ円滑に行われるように最終処分場の空きスペースや

公園などを利用して仮置き場(適切な処理・処分や有効

利用が出来るまでの保管が可能な場)を設置し，一時保

管や分別作業を実施することが多い．しかし，廃棄物

の発生量によっては長期的に放置，仮置きされる状況

も考えられ，その管理状況が適切でないと，有機物の

腐敗が進行することにより，悪臭や有害・可燃ガス等

が発生する恐れがある．このことから，緊急的な措置

として最終処分場に焼却や破砕などの中間処理を経ず

に直接埋め立てられることもある．３）（写真-1,2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 早期埋立による最終処分場の問題 

 前述のように，災害廃棄物の迅速な処理を優先する

あまり，焼却や破砕などの中間処理を経ずに処分場へ

多量の直接埋立がなされることもある．  

以下は，表面波探査調査による最終処分場の内部構

造の調査結果である．この処分場の過去の埋立履歴を

確認すると，大きく四段階の埋立を行っていることが 

分かる． 
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図-1 震災前後における家庭系可燃ごみの排出量２）

・表面温度：地温より5℃程度高い

・一酸化炭素：５ppm

・硫化水素：0.5～５ppm

・表面温度：地温より5℃程度高い

・一酸化炭素：５ppm

・硫化水素：0.5～５ppm

写真-1 可燃ごみ中の有機物の腐敗状況 

写真-2 直接埋立られた可燃ごみ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場合，第二段階の災害廃棄物の埋立は S 波速度

が小さく，軟らかい層を形成していることがわかる．

すなわち，廃棄物層内に力学的な弱面が形成される場

合があり，災害後，しばらくの時を経て問題が顕在化

することもある． 

また，この問題は，廃棄物層の生化学的な安定化に

も影響を及ぼすことが考えられる．特に，海面処分場

では早期安定化を図り土地利用を促進することが求め

られる 6）が、その安定化を遅らせることが懸念される． 

今後このような直接埋立が実施された処分場につ

いては，耐震などの防災面と併せて埋立物の早期安定

化を図るための対策を講じることが望まれる。 

この問題に対しては，緊急の措置として，適切な処

理・処分や有効利用が出来るまでの保管が可能な場（比

較的中長期設置可能な仮置き場）の設置が重要である． 

 

５．おわりに 

 短期間に大量に発生する災害廃棄物の迅速かつ適

正な再利用・処理・処分を実施することは，被災後の

復興には，必要不可欠である．しかし，災害廃棄物の

処理を急ぐあまり，直接埋立を実施してしまうと廃棄

物層内の力学的安定性を損なうばかりか，処分場の安

定化にも悪影響を及ぼす可能性が高い． 

災害廃棄物は，迅速に処分されたり，有効利用され

たりした例があるものの，短期のために力学的な検討

が十分ではなく，処分場内や有効利用した場で，その

後の圧縮変形，地盤沈下，液状化，盛土斜面の不安定

化などの問題が生じることが懸念される．そのため，

有効利用する災害廃棄物の力学的検討や災害廃棄物そ

のものの中間処理を十分に行うために，比較的中長期

に設置可能な仮置き場が必要であり，その立地選定等

に応用地質学的観点の検討が重要である． 
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・第一段階：古い時代の埋立物（締め固めを行

いながら埋立） 

・第二段階：災害廃棄物（埋立中の締め固めな

く埋立） 

・第三段階：災害後の埋立物（締め固めを行い

ながら埋立） 

・第四段階：現在埋立中 

図-2 Ｓ波速度分布に見る災害廃棄物層の弱面４），５） 
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